
部

員

の

減

少

卜
に

上
凶

―
―
上

床
川
Ｗ

↓
″
色

こ
こ
数
年
、
高
校

ラ
グ
ビ

ー

界
に
お
け
る
部
員
数

の
減
少
が

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
全
国
大
会
茨
城
県

予
選

へ
の
参
加
校
は
、
昨
年
度

は
三
十
五
校
、
本
年
度

は
二
校

増
え
た
も

の
の
二
十
七
校
と
、

最
盛
時

の
四
十
七
校

に
比
べ
て

三
割
近

く
減

っ
て
い
ま
す
。

全
国
的

に
見

て
も
、

ラ
グ
ビ

ー
マ
ガ
ジ

ン
誌

の
調
査

に
よ
れ

ば
、
平
成
五
年
度
か
ら
六
年
度

に
か
け
て
、
部
員
数

に
し
て
約

五
千
人
、
花
園
予
選

へ
の
出
場

校

に
し
て

一
五
六
校
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

同
誌

に
よ
れ
ば
、
今
春

の
全

国
大
会

で
優
勝
し
た
相
模
台

工

に
お

い
て
も
、
例
年

は
五
十
人

日立
一高
ラグ
ビ
ー部
Ｏ
Ｂ
菫報

一
九

九

五

年

十

月

一
日

発

行

　

　

第

二
号

編
集

。
発
行
　
日
立

一
高

ラ
グ
ビ

ー
部

Ｏ
Ｂ
会

近

い
新

入
生
が

入
る
と

こ
ろ
、

今
年
度

は
二
十
五
人
と
半
減
し

て
お
り
、

そ
の
他

の
花
園
出
場

校

に
お

い
て
も
、

こ
こ

一
。
二

年
は
部
員
数

の
減
少
が
顕
著

に

な

っ
て

い
る
と

の
こ
と
。

受
験
勉
強

と

の
両
立

の
困
難

さ
、

３
Ｋ

（
危
険
、
き

つ
い
、

汚
な

い
）
イ
メ
ー
ジ

の
定
着
、

高
校
生
全
般

の
部
活
動
離
れ

（
文
化
部
、
運
動
部
と
も
）
、

Ｊ
り
―
グ
人
気

の
反
動
、

ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ

に
お
け
る
日
本
代

表

の
不
振
な
ど
、
逆
風

の
要
因

は
多
岐

に
渡

っ
て
お
り
、
解
決

の
糸

日
は
な
か
な
か
見

つ
か
ら

な

い
の
が
現
状

の
よ
う

で
す
。

本
校

ラ
グ
ビ

ー
部

に
お

い
て

も
、
七
月

の
県
総
体
終

了
後

に

三
年
生

八
人
が
引
退
し
、
現
在

は
三
年
生

四
人
、

二
年
生
九
人
、

一
年
生
六
人

の
計
十
九
人
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、

こ
の
ま
ま
行
く
と

来
春

の
新
人
戦

に
は
、

十
五
人

ギ

リ
ギ
リ
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ラ
グ
ビ

ー
と

い
う
怪
我

の
絶

え
な

い
競
技

に
お

い
て
、
リ
ザ

ー
ブ
な
し
で
公
式
戦
を
戦

い
抜

く

こ
と
は
不
可
能

で
す
。
更
に

は
、
練
習
中

に
ス
ク
ラ
ム
す
ら

満
足
に
組
め
ず
、
監
督

以
下
、

日

々
の
練
習
に
も
苦
慮

し
て
い

る
状
況

で
す
。

現
在

で
は
、

日
立

一
高

の
生

徒
数

の
う
ち
、
約

三
分

の

一
が

女
子
生
徒

で
占

め
ら
れ
て
お
り
、

高
校
生

の
部
活
動
離
れ
が
進
む

中

で
、　
一
定

の
部
員
数
を
確
保

し
て
い
く

こ
と
は
年

々
困
難

に

な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
部

の
中
学
生
及
び

父
兄

の

間

で
は

「
一
高

で
ラ
グ
ビ

ー
部

に
入
る
と
現
役

で
大
学

に
入
れ

な
く
な

る
。
」
な
ど
と

い
う
噂

が
流
れ
て
い
る
と
も
聞
き
ま
す

が
、
決

し
て
そ

の
よ
う
な

こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ラ
グ
ビ

ー
部
員

の
現
役
進
学

率
は
、
過
去

の
デ

ー
タ
か
ら
見

る
と
、　
一
般
学
生
と
比

べ
て
も

遜
色
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

部

の
成

績
が

良

い
年

に

は
、
推

薦

入
学

も
含

め

て
、

学

校

平
均

を

上

回

っ
て

い
る

こ
と

も

あ

る

で
し

ょ
う
。

し

か

し
な
が

ら
、

こ

の
ま
ま

部

員
数

の
減

少

が

続

け
ば

、
部

の
存
続

に
関

わ

る
問
題

と
な

っ

て
し
ま

い
ま

す
。

つ
き
ま

し

て

は
、

私

達

Ｏ
Ｂ

に
も
何

か
支

援

で
き

る
手
立

て

は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

Ｏ

Ｂ
諸

氏

の
中

で
、

息

子
さ

ん
や
弟

さ

ん
が

一
高

に
在

学
中

又

は
来

春

受

験

希

望

の
方

は

い

ら

っ
し

ゃ

い
ま

せ

ん
か

？

御
近

所

に
、

性

格

や
体

格

の

良

い
中

学
生

は

い
な

い
で
し

ょ

う

か
？
日
立

一
高

で

ラ
グ

ビ

ー
を
や

っ
て
み
た

い
、

又

は

ラ
グ

ビ

ー

に
興
味

が

あ

る
、

そ
ん
な

子
供

た

ち
が

、
探

せ
ば

き

っ
と

い
る

は
ず

で
す
。

も

し
、

お

心

当

た

り
が

あ

り

ま

し
た

ら
、

Ｏ

Ｂ
会

事

務

局

（
裏

面

に
連
絡

先

記
載

）

又
は

吉

沢
監

督

（
日
立

一
高

富

２
２

１
６
４

８
８
）

ま

で
御

一
報

く

だ
さ
υヽ

ゴ

ー
ル
ポ

ス
ト

の
寄
贈

に

つ
い
て

（
報
告

・
御
礼
）

ラ
グ

ビ

ー
部士
日

監
督

口
、
　
　
　
ロ
ロ
　
　
　
エ
ク́

Ⅵ
ツ
　
　
　
エ
か
，
　

　

ド
μ
″

拝

啓

　

Ｏ
Ｂ
各

位

に
は
、

ま
す

ま

す
御

健
勝

の

こ
と
と

お
慶

び

申

し
上
げ

ま

す
。

さ

て
、

こ

の
度

は

ラ
グ

ビ

ー

部

創

部

五
十

周

年

記
念

事

業

と

い
た

し

ま

し

て
、
ゴ

ー

ル
ポ

ス

ト

（
組

立

式

。

一
対

）

を
寄

贈

設
置

い
た

だ

き
、
誠

に
あ

り
が

と
う
ご

ざ

い
ま

し
た
。

お

か
げ

を

も

ち
ま

し

て
、

八

月

二
十

九

日

に
設
置

工
事

を
終

え

る

こ
と
が

で
き
ま

し

た
。

当

初

は
、

夏

合
宿

の
Ｏ

Ｂ
戦

時

に

「
こ
け
ら
落

し
」

を
考

え

て
お

り

ま

し
た

が
、

グ

ラ

ン
ド

使

用

日
程

の
都

合

で
約

一
箇

月

工
事

が

遅

れ

て
し
ま

い
ま

し
た

。

し

か

し
、

部

員

一
同

心

か
ら

喜

ん

で
お

り
、

日

々
の
練

習

に

も
活

気

が

出

て
ま

い
り
ま

し
た

。

ま
ず

は
、
設

置

の
御

報

告
方

々
御

礼

を
申

し
上
げ

ま

す
。

敬

　

具
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七
四
回
全
国
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会
県
予
選

一
回
戦
◎
七
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１

０

緑

岡

二
回
戦
◎
八

二
　

１
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竹
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三
回
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×
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二
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常
総
学
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県
高
校

ラ
グ

ビ
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新

人
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会
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五

五
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中
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勝
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牛
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四
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関
東
高
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一
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六
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東
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五
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抽
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位
決
定
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二
九

―
　
一
七
　
太

田

一

事

務

局

よ

り

昨
年
十
月
、
年

二
回
発
行
を

目
標

に
創
刊
し
た

「
Ｏ
Ｂ
会
報
」

で
す
が
、
今
春

は
創
部
五
十
周

年
事
業

に
追
わ
れ
、
発
行
す
る

こ
と
が

で
き
ず
、
誠

に
申
し
訳

ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
冒
頭

に
も
記
し
た
と

お
り
、

こ
こ
数
年
、
部
員
数

の

減
少
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

何
か
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ

い
。
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市
†

ｈ府
助

上
ハ

岸
十

応
反

立

‐
当
木

ル
■

■
■
¨
殷
町

※
近

況

報

告

を

兼

ね

て
、

事
務

局

で
掌

握

し

て

い
る
範

囲
内

で

掲
載

し

ま

し
た

の
で
、

誤
脱

等

が

あ

り

ま

し
た

ら
御
容

赦

く
だ

さ

い
。

埼

玉

大

日
本

大

明
治
鍼
灸
大

東
洋
大

日
本
大

日
本
大

芝
浦

工
大

専
修
大

東
海
大

千
葉

工
業
大

明
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大

東
北
福
祉
大

法
政
大

室
蘭

工
業

大

大

東

文

化
大


